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｢第８福一丸船中持歩預り金通帳」（近藤三吉氏蔵）より作成。
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5６ 
（八）
海遠洋漁業株式会社の後身）と船中とで、造船費六○○万円を半額宛出資した。第８福一丸の船中持歩預ｈ／金通帳
（第７表）によると、船中出資分一一一○○万円の調達に船元は苦慮し自己資金と釣払いによって負債を補った。第二
次大戦後は燃抽等の操業資材不足による現金取引の必要から、各漁船は漁獲物の闇売りに走らざるを得ず、その結
果帳簿上の水揚高から算出される船穂金も低く計上された。このため帳簿上（第７表）は赤字経営が続くが、船中
にとっては実質上経営不安はなかったものの、共有船経営の利益が薄れたとゑた昭和漁業株式会社から共有船方式
（九）
の解消と船中への漁船売却の希望が出された。第８福一丸は船一工の資金操りと釣払いによって昭和二八年に会社か
ら買取られたが、こうした船中側の資金操作の経過を通じて、船元は第８福一丸に対する経営権に加えて所有権を
掌握していったのであった。
最後に福一丸船中に承る鰹漁船建造資金調達法の推移について要約しよう。動力化以前の明治三七年の大神丸建
〆、'へ｢=、'白、｢内､'■､/､〆､
八七六五四三二－－
、-ノミーノ、-'、ゾ、ソ、.'Ｌ'、ゾ
（九）前掲（八）。
注ｌ 
前一 「金銭出入帳」明治四三年近藤三吉氏蔵。
「第二福一丸船員金銭出入帳」大正一○年近藤三吉氏蔵。
「第壱号福一丸株主人名簿」大正一三年近藤三吉氏蔵。
「
第
三
福
一
九
株
主
人
名
簿
」
昭
和
四
年
近
藤
三
吉
氏
蔵
。
「第五福一丸株主名簿」昭和八年近藤三吉氏蔵。
拙
稿
「
大
戦
後
に
お
け
る
焼
津
鰹
漁
業
経
営
体
の
変
容
と
昭
和
漁
業
株
式
会
社
」
人
文
学
会
紀
要
第
二
二
号
平
成
元
年
一
○
一
一
一
「
連
名
表
南
前
褐
Ｃ
）
。
四
結 積
一九頁。
南番船中」近藤三吉氏蔵。
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5７ 
造に際しての資金調達は船中一同の出資によったが、船元の比重は大きかった。また船中船方側においても小船
（冬漁の漁船）である久七九の船主清水家の位置も重要で、船中の形成過程を考える一つの手がかりを与えてくれ
（一）
る。明治四一年に岐初の動力船福一丸を建造するが造船饗は太神丸の一○倍以上に膨張し、船中外部の出資法人東
海遠洋漁業株式会社から造船費の半額の出資をぷた。焼津では以後昭和三○年ごろまで、船中と外部資本とで造船
費を半額宛出資するいわゆる共有船体制が基本的な造船資金調達方法となった。
この間新船建造費の船中負担分は、稼動船の償却金と利益金の積立金を順次回転してまかなわれた。だが昭和期
に入って建造された第３・第５・第８福一丸の場合、造船当初は造船費の船中分担金が直ちに完済できず、いわゆ
る釣払い制をとってある期間の負債を信用でカバーしている。この信用は船中にとって共有船方式の一つの効用
で、漁船の帳簿名儀を出資法人である東海遠洋漁業株式会社にする』」とによって、漁船所有権の所在の如何にかか
わらずに漁船を自由に利用できた。これはかつて西九州の底引網漁業において、商業資本と阿波系漁業者との間に
（一一）
あ
っ
た
関
係
と
同
義
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
また船中では船元と船方による共同出資のなかで、名儀上はともかく「持歩勘定書帳」によると実質上はしだい
に船元の出資比重が増加していった。特に最後の共有船第８福一丸の船中負担金は、ほとんど船元による調達であ
った。そして共有船方式の解消となる、船中による昭和漁業株式会社持歩の買収変の調達に際しても船元の役割が
大きかったことから、船元個人の船主権が実質上確立していった。かくて共同出資による漁船共有関係という船中
を構成する基盤の一つが失なわれ、焼津の漁業は近世から続く船中の解体と産業資本家のとしての船元登場という
新
た
な
局
面
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
注
（
己
拙
稿
「
静
岡
旧
年
二
五
’
四
四
頁
。
（
二
）
柵
穂
「
生
成
糊
穂「生成期の長崎機船底引網漁業」法政大学教養部紀要第二○号社会科学編昭和四九年二五’四四頁。
「静岡県焼津における鰹漁業の出資漁携組織と同族」法政大学教養部紀要第六七号社会科学編昭和六三
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